
中央線の大鉄橋脇の坂道を高部に向かう

と高圧線の鉄塔があり、その前に梅の木に

囲まれた小さな祠があります。

ある時小学校の先生から「地域の子供達

は鉛筆の神様と言っているが・・・」と尋

ねられ、祠を管理して見える吉村さんを訪

ねその由来を伺いました。

大昔、当地に大変な頭痛持ちの庄吉さん

という人が居て雷神を勧請し祀ったところ

頭痛が治ったと伝承されていました。一時

荒れ果てていましたが、文久元年(１８６

１)に御嶽講の行者様が霊験あらたかな神

様だと言われ再建をしました。その折八重

梅の木で菅原道

真公を彫像し祀

り込んだそうで

す。小ぶりな木

像ですが、彩色

も鮮やかな芸術

品です。

今は子供達が

「鉛筆の神様」

として親しみ短

くなった鉛筆を感謝を込めて奉じていま

す。

 

↑菅原道真公木像

↑八重梅天満宮全景

↓八重梅天神由緒書き
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